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学
生
た
ち
が
自
ら
の
意
見

を
英
語
で
発
表
し
競
い
合

う
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
。
そ
の

県
大
会
が
先
月
行
わ
れ
、
蕨
市
代

表
と
し
て
出
場
し
た
東
中
学
校
２

年
の
山
田
悠
翔
さ
ん
（
14
歳
・
塚

越
２
丁
目
）
は
２
位
と
な
り
、
今

月
27
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
「
も
の
心
つ
い
た
頃
に
は
英
語

に
夢
中
で
し
た
」と
、山
田
さ
ん
。

テ
レ
ビ
の
子
ど
も
向
け
英
語
番
組

に
登
場
す
る
人
た
ち
の
英
語
圏
特

有
の
陽
気
さ
が
気
に
入
り
、
い
つ

し
か
そ
こ
か
ら
聞
こ
え
る
言
葉
を

ま
ね
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
幼
稚

園
で
は
英
会
話
の
時
間
が
い
ち
ば

ん
の
楽
し
み
で
、
小
学
校
時
代
は

洋
画
や
英
語
の
ラ
ジ
オ
に
熱
中
。

ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
何

広
報
蕨
　
八
二
七
号
　
令
和
元
年
十
一
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
埼玉県中学校英語弁論大会２位

山
やま

田
だ

 悠
ゆう

翔
と

 さん

中

大好きな英語でいざ全国

度
も
観
て
せ
り
ふ
を
覚
え
る
も
、

あ
ま
り
の
熱
心
ぶ
り
に
両
親
が
本

気
で
心
配
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
没
収
さ

れ
て
し
ま
う
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
山
田
さ
ん
は
中
学
校
に

入
学
し
た
昨
年
、
市
内
４
中
学
校

の
生
徒
た
ち
が
英
語
の
ス
ピ
ー
チ

力
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
を

知
り
、
弁
論
の
部
で
出
場
。
持
ち

ま
え
の
英
語
ス
キ
ル
と
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
な
姿
勢
で
み
ご
と
優
勝
し
ま

す
。
し
か
し
そ
の
後
の
県
大
会
で

は
、
予
選
敗
退
。「
自
分
自
身
の

意
見
が
足
り
な
い
」
と
い
う
講
評

に
、悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
ま
し
た
。

　

身
近
な
体
験
を
基
に
リ
ベ
ン
ジ

に
臨
ん
だ
今
年
。
一
家
全
員
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
多
用
す
る
な
か
、

母
の
友
人
の
死
を
契
機
に
家
族
や

友
人
と
じ
か
に
接
す
る
時
間
の
尊

さ
を
悟
っ
た
山
田
さ
ん
は
、
科
学

技
術
が
浸
透
す
る
社
会
で
の
真
に

豊
か
な
生
き
方
に
つ
い
て
自
ら
の

考
え
を
力
強
く
訴
え
、
市
の
コ
ン

テ
ス
ト
で
２
連
覇
、
県
大
会
で
は

昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
へ
向
け
、
現
在
メ
ン

タ
ル
強
化
に
励
ん
で
い
る
山
田
さ

ん
。
本
番
前
に
は
全
校
生
徒
の
前

で
練
習
を
行
う
予
定
で
す
。「
支

え
て
く
れ
た
人
た
ち
の
た
め
に
も
、

悔
い
の
無
い
最
高
の
『
伝
わ
る
』

ス
ピ
ー
チ
を
し
た
い
」。
大
舞
台

を
前
に
、
胸
は
高
鳴
り
ま
す
。

輝

いて
ます

ジェスチャーを交えつつ聴衆に訴えかける山田さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabeyosa
i

　
『
暁
斎
百ひ

ゃ
っ
き鬼
画が

談だ
ん

』
は
、
暁
斎

が
亡
く
な
っ
た
明
治
22
年
（
１
８

８
９
）
の
夏
に
発
行
さ
れ
た
多
色

摺
り
の
絵
本
で
す
。
庶
民
が
集
ま

っ
て
怪
談
話
を
す
る
「
百
物
語
」

の
場
面
に
始
ま
り
、
骸が

い

骨こ
つ

の
軍
団

や
さ
ま
ざ
ま
な
妖
怪
た
ち
の
行
列

が
続
く
絵
巻
物
風
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。
妖
怪
た
ち
は
、
室
町
時
代

に
描
か
れ
た
「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」

（
大だ

い

徳と
く

寺じ

真し
ん

珠じ
ゅ

庵あ
ん

所
蔵
、
重
要
文

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─ No.42 ─

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日・毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝�一般600円　高校生・大学生500円
　　　　65歳以上500円　小・中学生300円
　　　　　※�65歳以上の人は年齢の分かる物、
　　　　　　学生は学生証をご提示ください。
　　　　　　（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館　開催中
「暁斎一門が描くもののけの世界｣ 展
 同時開催「小熊忠一氏寄贈作品」展

『暁斎百鬼画談』より「鍋蓋、釜、鍋、五徳の妖怪」
　明治22年8月　版本

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

化
財
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
妖
怪
絵

巻
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
得
て
描
か
れ

て
い
ま
す
が
、
暁
斎
は
ポ
ー
ズ
を

少
し
変
え
た
り
何
か
を
持
た
せ
た

り
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
自
分
の
作

品
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。


